
試験開始の合図があるまで， この問題冊子の中を見てはいけません。

令和５（２０２３）年度

　

入学者選抜

一般選抜

　

「後期圏程」

個別学力検査

　

問題

理

　

科
（物理， 化学）

注

　

意

　

事

　

項

Ｌ

　

物理の問題は問題１から問題４まで， 化学の問題は問題１から問題４まで

の， 計１９ページです。

２。 物理の解答用紙もま 回 ，化学の解答用紙は 国 の，計２枚です。

３． 物理か化学のどちらかを選択して， 解答しなさい。

４． 解答用紙の受験番号欄に受験番号を， 氏名欄に氏名を記入しなさい。

５． 解答は全て解答用紙の指定された枠内に記入しなさい。

　

枠外や裏面に記入してはいけません。
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理物

問題 ｌ

以下の問題文を読んで， 巨 口 ～ □ 回 の中に適切な式を書きなさぬ た

だし， ばねの重さと物体にはたらく空気抵抗は無視できるものとし， 床面は水平でな

めらかであるとする。

［工〕

　

図１－１のように， ばね定数 顔Ｎ／ｍ〕のばねの一端を壁に固定し， 他端に質量

　

粥〔ｋｇ〕の物体Ａ をつけて， ばねが自然長となるように床面に置く。 そこへ， 質

　

量 粥〔ｋｇ〕の物体Ｂが速さりｏ〔ｍ 〕で左向きに進み， 物体Ａに衝突して一体とな

　

り， ばねを押し縮めた。 物体Ａ とＢが衝突した直後の速さ 仇〔ｍ／ｓ〕は，りｏを用

いると 匡 可 〔ｍ／ｓ〕となる。 また， 衝突前の物体ＡとＢの力学的エネル

ギーの和は， 鶴 飼を用いると じ コ 〔Ｊ〕であり， 衝突直後の物体ＡとＢの

力学的エネルギーの和は 胤 り を用いると じ コ 〔Ｊ〕であることから，衝

突によって失われる力学的エネルギーは， 粥″ を用いると Ｅ ｑ 〔Ｊ〕とな

る。

〔１１〕

　

図１－２のように， この衝突により物体Ａ とＢは一体となって運動し， ばねは

　

最大尤式ｍ〕の長さだけ縮んだ。 このときの弾性力による位置エネルギーは，

た，約を用いると ヒ コ 〔Ｊ〕となる。 したがって は ねの最大の縮み為＠〕

は 胤 物ゑを用いると 巨 コ ・〕となる。

－

　

１

　

一 ◇Ｍ２（５５２－－９）



〔ｍ〕

　

ばねが伸び始めてから自然長になったとき， 物体ＡとＢは離れた。 この前後

　

で力学的エネルギーが保存するとしたとき， 離れた直後の物体Ｂの速さ

〆ｍ／ｓ〕は， 鶴 た，ねを用いると 巨 コ 〔ｍ／ｓ〕となる。 このとき， 物体Ａ

の速さも じ コ 廟／Ｓ〕となる そ の 後， 図１－３の よ う に， ば ね は 最 大

　

尤２〔ｍ〕ま で 伸 び た。 こ の と き のむまね の 最 大 の 伸 び尤式ｍ〕は，劣，を用 い る と

　

巨 コ 〔ｍ〕となる。 また に のときの物体Ａの加速度は 鶴 ね 尤２を用い

ると に コ 〔ｍ／ｓ２〕となる（ただし， 右向きを正とする）。 その後， 物体Ａは

単振動を続け， その周期もま， 円周率刀， 粥，たを用いると 巨 回 〔ｓ〕となる。

　　　

　
ばねの自然長Ｉ

図１－１

▼

　

．

　　

・

　

．．・

　

．．・．．・・
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．，．・・．・・．・

　

．，．・

　

．．・

　

．．・・

　

．・

　

．・．・

　

．．・

　

．．・

　

．，．・

　

．．・

　

．．・

　

．．・

　 　
１１

　

　

　　　　

図１－２

　

　　　　　　　　　　

　

　　　　　　　　　

り２

１頓
尤２

図１－３

－－

　

２

　

－－
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問題 ２

以下の問題文を読んで， 巨 コ ～Ｅ１コ に適切な式を， 巨 亘 に適切

な数値を書きなさい。ただし， 鰐 はそのままでよい。 巨 コ と 巨 ｑ につ

いては， それぞれの選択肢 ）～に）から選び， 記号で書きなさい。 ここで， 重力加速度

の大きさは９〔ｍ／ｓ２〕とする。 また， 小球は質点とみなし， 物体にはたらく空気抵抗

は無視できるものとする。

　

図２に示すように， 長さＺ〔ｍ〕の細くて軽い糸の上端を， 水平な床から高さ 顔ｍ〕に

ある天井に固定し， 下端につるした質量粥〔ｋｇ〕の小球を， 水平面内で等速円運動さ

せた。 糸と鉛直方向のなす角度はβ〔ｒａｄ〕であった。 以下の問いに答えなさい。

（１） 糸むご働く張 が〔Ｎ〕をｇ 鶴 βを用いて表すと，ｓ－ Ｅ ｑ 〔Ｎ〕である。

（２） 小球にはたらく円運動の中心に向かう力（向心力）Ｆ〔Ｎ〕を小球の円運動の角速度

の〔司／ｓｌ ム 徽，βを用いて表すと，Ｆ－ ヒ コ 〔Ｎ〕である。

（３） 小球とともに運動している観測者の立場では， 向心力とつりあう見かけの力がは

たらいて， 小蹴 静止して見える。この見かけのかま遠心力と呼ばれ に コ

　

の一種である。

巨 副 の選択肢
） 保持力

　　　　

”） 万有引力

　　　

砂） 抗力

　　　　

に） 慣性力

姓） のを 〆，夕を用いて表すと，の－ Ｅ ｑ 睦ｄ／ｓ〕である。

（５） 等速円運動の周期？絹〕を円周率ォ， 〆，βを用いて表すと，丁－ Ｅ ｑ 〔ｓ〕

　

である。

煽ご， 蝋 の円運動の角速度をゆっくりと増加させていった に ろ が÷胤ｄ

（＝６０ｏ）に達したときに， 糸に働く張力が限界値を超えて糸が切れた。

－

　

３

　

－
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（６） 糸が切れた瞬間の小球の運動の方向は ヒ コ である。

巨 コ の選択肢
） 遠心力の方向

　　　　　　　　　　　

”） 円運動の接線方向

け） 鉛直方 向

　　　　　　　　　　　

な

　

（ 張力の働く方向

（７） 糸が切れた瞬間の小球の速さリー〔ｍ／ｓ〕を９，Ｚを用いて表すと，

りＦ Ｅ コ 〔ｍ／ｓ〕である。

（８） 糸が切れた瞬間から小球が床に落下するまでにかかる時間Ｚ〔ｓ〕を９，Ｚ，ぁを用い

て表すと， に 巨 コ 〔ｓ〕である。

（９） 小球が床に落下する直前の速さの鉛直成分り２〔ｍ 〕を９，Ｚ，たを用いて表すと，

物－ □ コ 〔ｍ／ｓ〕である。

続いて， 糸をはじめのものから２倍の張力に耐えられるものに交換し， 小球の円運

動の角速度をゆっくり増加させていったところ糸が切れた。

（１の 糸が切れた瞬間の小球の速さり如／ｓ庶り，の 巨 コ 倍である。

れ

図２

－

　

４

　

－
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問題 ３

以下の問題文を読んで， 巨 コ ～ □ コ に選択肢（ァ）～◎の中から適切なも

のを選んで書きなさい。 巨 コ ～ 区 副 には適切な式や数値を書きなさい。

ただし，根号はそのままでよい。 巨 コ には適切な図形を解答用紙に記入しなさ

い。

〔１〕 図３－１のように， 真空中に電場（電界）または磁場（磁界）のいずれかが存在し

　

ている。 この電場もしくは磁場は一様で，ｚ軸の正の向きに平行かつ強さは位置

　

によらないことが分かっている。 向きと強さが時間変化することもない。 この条

件のもとで， 電場か磁場かを判定する方法として適切なものもま 巨 コ ，

　

ロ コ， 巨 叫 である。

選択肢

　

） 空間内に正の電荷を静止させる。 この電荷に尤軸の負の向きに力が働け

　

ば， この空間には電場が存在している。

　

”） ｚ軸上の離れた２点に電位差が存在していれば， この空間には電場が存在

　　

して いる。

　

け） 空間内に負の電荷を静止させる。 この電荷に２軸の負の向きに力が働け

　　

ば， この空間には電場が存在している。

　

匡） 空間内に直線状の導線を 軸に平行に静止させ，尤軸の正の向きに向かっ

　　

て電流を流す。 この導線にｙ軸の正の向きに力が働けば， この空間には磁場

　　

が存在している。

　

◎

　

円形の導線リング（円環状のコイル）を尤 面に平行に配置し，尤軸の正の

　　

向きに一定速度で動かす。 このコイルに誘導電流が生じれば， この空間には

　　

磁場が存在している。

　

功） 空間内に直線状の導線をｙ軸に平行に静止させ，ｙ軸の負の向きに向かっ

　　

て電流を流す。 この導線に％軸の負の向きに力が働けば， この空間には磁場

が存在している。

－

　

５

　

－
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梓） 円形の導線リング（円環状のコイル）を尤 面に平行に配置し，２軸の正の

　

向きに一定速度で動かす。 このコイルに誘導電流が生じれば， この空間には

　

磁場が存在している。

図３－１

－－

　

６

　

－－
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〔Ｄ〕

　

図３－２のように， 平面内に尤，ｙ軸を定める。尤軸上の点（α，０）にＩＣの点電

　

荷 ＱＡを置く。 このときの原点 ０における電場の強さをＥｏ〔Ｎ／Ｃ〕とすると，

クーロンの法則の比例定数ま励とαを用いて ロ コ 〔Ｎ司／の と表せる。

また， 原点０における電位は恥 とαを用いて Ｅ コ ｗ〕と表せる。 ただ

　

し， 電位は無限遠を基準（ＯＶ）とし～

　

座標の単位は〔ｍ〕とする。

　　

次に， 点電荷 Ｑｏを原点 ０に置き， 外力を加えながら， ある経路上をゆっくり

　

と移動させた。 原点０からこの経路上のいずれの点まで移動させても， この外

　

力のする仕事と， Ｑｏにはたらく静電気力のする仕事はともにＯＪであった。 この

　

経路を － α ≦ ≦２α， － １．５α ≦ｙ≦１。５αの 範 囲 内 で す べ て 図 に 示 す と

巨 コ となる。

　

図３－３の よ う に，尤軸 上 の 点（α，０）にＩＣの 点 電 荷 ＱＡを， 点（２α，０）に

－３Ｃの点電荷 ＱＢを置く。 このときの原点０ における電場の強さは， Ｅｏを用

いて ヒ コ 〔Ｎ／ｃ〕，電位はＥ とαを用いて 巨 コ ｗ〕と表せる。この

状態から， 原点０における電場の向きを変えずに強さを２倍にするためには，

Ｑ の位置はそのままで電気量を 巨 コ 倍にするか，Ｑ・の電気量まそのまま

で位置 を 軸上の座標 ロ コ 〔ｍ〕に移動させれまよい。

ｙ〔ｍ〕 ｙ〔ｍ〕

ＱＡ

　　　　

ＱＢ

尤〔ｍ〕尤〔ｍ〕

図３－２ 図３－３
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次ページに続く

－－

　

８

　

－－
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問題 ４

以下の問題文を読んで，

む）を書きなさい。 また，

んで記号を書き，

　　

α

区 劃 ～ □ 口 の靴適切な式や数値（分数を含

ヒ コ ～．歴 回 は選択肢の中から適切なものを選

に コ は解答欄ご図示しなさぬ

　

ある熱機関のサイクルを考える。 なめらかに動くピストンを備えたシリンダー内に

“〔ｍｏｌ〕の単原子分子の理想気体が入っており， この熱機関を図４に示すサイクル

（Ａ→Ｂ→Ｃ→Ｄ→Ａ）で状態を変化させた。 ここで， 気体定数は尺〔Ｊ八ｍｏｌｅＫ）〕とし，

状態Ａ の気体の温度はｒＡ〔Ｋ〕とする。

　

物質量が一定であれば， 状態Ａ の気体（圧力ｐＡ〔Ｐａ〕， 体積 ｙＡ〔ｍ３〕， 温度 ＴＡ〔Ｋ〕）

から状態Ｂ， ＣおよびＤ の気体の温度を求めることができる。 たとえば， 状態Ｃの

温度をγ〔Ｋ〕とし， Ｔ を用いて表すと，ＴＦ 区 劃 〔Ｋ〕である。 このサイクル

における各状態の体積と温度を黒丸で示し， その間の変化の過程を矢印によって図示

すると， Ｅ コ のようになる。

　

ここで， 気体が外部にする仕事を Ｗ〔Ｊ〕とする。 ４つの過程のうち， 定積変化は

巨 コ と に 副 の２つであり，いずれもｗ‐ Ｅ コ 〔Ｊ〕である。ま

た ｗが負になる過程は 巨 回 であり，その仕事を鶴 Ｒ ＴＡを用 いて表す

と，ｗ－ Ｅ１ｑ ［Ｊ〕である。
次に， 状態ＢからＣへの過程について考える。 内部エネルギーの変化４ＵＢｃｏ〕を

Ｒ なを用いて表すと，４ひｒ Ｅ ｑ 〔Ｊ〕である。一方，熱力学第一法則よれ，

　　

９

　　　

Ａ

　　　　　　　　　　　　　　　　

，

　　　　

ＢＣ－－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ｏ

り， 気体が吸収した熱量 ＱＢｃ〔Ｊ〕をれ， 尺， ＴＡを用いて表すと，

である。

　

１サイクルで気体が吸収した熱量の総和をＱｍ〔Ｊ〕とし，“， 尺，

尺， ｒ を用いて表すと， 物ド ヒ コ 〔Ｊ〕

ＴＡを用いて表すと

ＱＦ Ｅ コ Ｕ〕である。また １サイクルで気体が外部にする仕事をＷ－〔Ｊ〕

と し， 鶴 Ｒ， Ｔ を用いて表すと， ｗ ｄ － □ コ 〔Ｊ〕である。 したがって， サ

イクルの熱効率ｅもま， に 巨 コ となる。

ヒ コ ～ □ 叫 の選択肢；⑦ Ａ一Ｂ Ｈ） Ｂ け） Ｃ』 の

　

Ｄ→Ａ

◇Ｍ２（５５２‐一１７）９

　

－



‐ｐ
〔Ｐａ〕

ｏ

　　　　

ｙＡ

　　　　　　　　

３ｙＡ

　

ｙ〔．丁１３〕

図４

－１０ －
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学化

問 題 １

　

次の文章を読み， 以下の各間ぃに答えなさい。

Ｃ１ のよぅな同種の原子からなる二原子分子は結合の 口 ＥＩが無く

巨 回 といぅ。また 多原子分子のメタンＣＨ４の炭素原子は部分的に

座 亘 の電荷，水素原子は部分的に □ 四 の電荷を帯びる。このよぅむこ異

種の原子からなるメタン分子もま，共有電子対が 区 劃 の大きい原子に引きよせ

られ 電荷むこ 巨 回 が生じて部分的に結合の □ 回 が生じる。しかし，メ

タン分子全体では，結合の 座 回 が打ち消され 座 回 となる。－方，アン

モニア分子Ｎ恥の窒素原子は部分的むこ 歴 亘 の電荷，水素原 細 部分的むご

□ 四 の電荷を帯び，分子全体では 区 劃 が打ち消されず 匪 回 とな

る。

ハロゲン分子の沸点は１２〉 Ｂｒ２〉 Ｃ１２＞ Ｆ２となり分子量の順に高くなる。

方， アンモニアとメタンは同程度の分子量であるが， 沸点は 座 四 の方が高く

なる。 これは 分子どぅしが近づくとはたらく 区 画 のためである。

この巨 回むごは， 巨 回と匝 回がある。 巨 回は匡 回
の大きな原子（窒素， 酸素， フッ素）が水素原子と結合して分子をつくることで生じ

る結合である。 また， ハロゲン分子の沸点が上記の順になるのは， 分子量の増加に

つれて 座 叫 が増大するためである。

問 １

　

次の文章の空欄（ａ）～鉱）むご入る適切な語句を記入して， 文章を完成させなさ

　　

い。

問 ２

　

上の文章のように， メタン分子とアンモニア分子はいずれも部分的むご結合の

　

□ 雪 が生じるが，メタン分子では 歴 回 が打ち消され，アンモニア

分子では打ち消されない。 このような違いが起こる理由を説明しなさい。

－１１－ ◇Ｍ２（５５２－１９）
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問題 ２

　

次の文章を読み， 以下の各間ぃに答ぇなさぃ。

　

硫酸は， 肥料や薬品の製造， 鉛蓄電池など， 化学工業で広く用いられており， 工

業的には次のように製造される。

（１） 酸化バナジウム（Ｖ）を触媒にして， 二酸化硫黄を空気中の酸素と反応させると

　

三酸化硫黄が生成する。

（２） 三酸化硫黄を濃硫酸に吸収させると， その中の水と反応して硫酸が生成する。

　

硫酸は水と強い親和性を示し， 純粋な硫酸だけで保存することは難しい。 質量

パーセント濃度約９０％ 以上のものを濃硫酸とよび， 市販品は通常，９６．０％， 密度

１。８４ｇ／ｃｍ３である。

　

硫酸は水への溶解熱が９５．３灯／ｍｏ１と大きいため， 希硫酸をつくるときには注意

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（ａ）幽幽幽

が必要である。

問１ （１）で起きている化学反応式を書きなさい。

問２ （２）で起きている化学反応式を書きなさい。

問 ３

　

質量パーセント濃度９６。０％ の濃硫酸のモル濃度を求め， 有効数字３桁で書

　

きなさい。 なお， 硫酸の分子量は９８。１である。

問４

　

下線部（ａ）に示された注意とは， 具体的にはどのようなことが考えられるか書

　

きなさい。

問 ５

　

質量パーセント濃度９６．０％ の濃硫酸と水を混合して０．ｌｏｏｍｏｌ／Ｌの希硫酸

　

５００ｍＬを調製したい。 必要な濃硫酸の体積を求め， 有効数字３桁で書きなさ

　　

い。

－ １３

　

－

　　　　　　　　　　　　　　　　

◇Ｍ２（５５２‐－２１）



次ページに続く

－１４ －

　　　　　　　　　　　　　　　　

◇Ｍ２（５５２－２２）



問題 ３

　

次の文章を読み， 以下の各問いに答ぇなさいｏ

　

下の囲ま，（１）～（４）の反応で合成した有機化合物 巨 回 ～ 厘 回 の関係を

　

示す。

（１） 炭化カルシウムと水から可燃性の無色無臭の気体 塵 回 を合成した。この

有機化合物の分子式は一般式Ｃ。Ｈ２。－２（ｎ≧２）で表される。

（２） 歴 回 に触媒を用いると段階鮒こ水素が付加して 匝 回 を経て

厘 回 が生成した。
（３） 厘 回 に触媒を用いて水を付加させると不安定な化合物を経由して’安定

な 厘 回 が生成した。また 匝 回 に酢酸を付加させると 極 回 が

生成した。

（４） 巨 四 にリン酸を触媒に用いて水を付加させると 座 回 が生成し， こ

の 糎 回 にＮａを加えるとＨ２ガスが発生した。

匪 ゴ

　　　　

Ｈ 発生

触媒

　

Ｈ２

　　　　　　　　　　　

Ｎａ

国許国高温， 高圧
Ｈ２

　
　

　

　

　　　　　　

Ｃ
▼

日２０

問 １

　

図中の囚～（Ｆ）に入る有機化合物の構造式を書きなさい。

－ １５

　

－

　　　　　　　　　　　　　　　　

◇Ｍ２（５５２一２３）



問 ２ （Ｂ）のような一般式がＣ。Ｈ２。（ｎ ≧２）で表される鎖式不飽和炭化水素は何と呼

　

ばれるか書きなさい。

問３ （Ｂ）～（Ｆ）の中のひとつを原料として記号で選び， 下の構造の合成高分子を合成

　

する方法を書きなさい。

問 ４

　

水に溶解したＢｒ２との反応から（Ｂ）と（Ｃ）を区別した。 この時に起こった化学反

　

応式を書きなさい。 また， Ｂｒ２を使うとどのように区別できるか説明しなさ

　　

い。

－ １６ ‐

　　　　　　　　　　　　　　

◇Ｍ２（５５２冊２４）



問題 ４

　

次の各問いに答えなさい。

問１

　

純物質の状態は温度と圧力で決まり， 物質がさまざまな温度と圧力のもとで

　　

どのような状態をとるかを示した図を状態図と呼ぶ。 下記に示した二酸化炭素

の状態図について， 以下の問いに答えなさい。

１９５２１７

　　　　　　　　　　

３０４

　　

温度

　　　　　　　　　　　　　　　

〔Ｋ〕

（１） 状態変化①， ②， ③を何と呼ぶか答えなさい。

（２） 点Ｔは何と呼ばれるか， またどのような状態か答えなさい。

（３） １０ｌｋＰａで１８０Ｋ に冷却された二酸化炭素がある。 圧力を一定にして， こ

　

の二酸化炭素に単位時間あたり一定の熱をｔ時間加えて２３０Ｋ とした。 この

　

過程で， 二酸化炭素の温度は加熱時間とともにどのように変化するか， 概略

　

を示しなさい。 なお， 解答用紙のグラフ中の◎は最初と最後の状態を示して

　

いる。

偲）（３）の操作を行なったとき， 二酸化炭素の体積は温度ともにどのように変化

　

するか， 概略を示しなさい。 なお， 解答用紙のグラフ中の◎は最初と最後の

　

状態を示している。

　　　　　　　　　　　　　

－ １７

　

－

　　　　　　　　　　　　　　　　

◇Ｍ２（５５２－２５）



問 ２

　

４種類の金属Ａ， Ｂ， Ｃ， Ｄ はアルミニウム， 銅， 亜鉛， 銀のいずれかであ

　

る。 金 属 Ａ， Ｂ， Ｃ， Ｄ について実験１から実験４を行った。 これらの実験結

　

果からＡ， Ｂ， Ｃ， Ｄに該当する金属を明らかにして， 以下の問いに答えなさ

　

い。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

，

実験１：金属Ａ， Ｂ， Ｃ， Ｄ の金属片をそれぞれ塩酸に入れたところ， Ａ とＣ

　　

の金属片は気体を発生しながら溶解した。ＢとＤでは気体の発生はみ

　　　

られず， 溶解しなかった。

実験２：同じ物質量のＡとＣの金属片を塩酸と反応させ， 金属片が全て溶解

　　

するまでに発生した気体の体積を同じ温度◎圧力の条件で比較したとこ

　　

ろ，Ｃの金属片から発生した気体の体積はＡの金属片から発生した気

　　

体の体積の１．５倍であった。

実験３：ＢとＤの金属片をそれぞれ濃硝酸に入れたところ， いずれの金属も

二酸化窒素を発生して溶解した。

実験４：実験３で得られた溶液を蒸発させ， 残った固体をそれぞれ蒸留水に溶

　　

解した。 Ｂの金属片から得られた溶液にＤ の金属片を入れたところ，

　　

金属片の表面が変色した。 しかし，Ｄの金属片から得られた溶液にＢ

　　

の金属片を入れても変化はみられなかった。

（１） 実験１および２で観察された金属片Ａ，Ｃと塩酸の反応をそれぞれ化学反

　

応式で示しなさい。

（２） 実験４で観察されたＤの金属表面で起こった酸化反応および還元反応

　

を， 電子を含むイオン反応式で示しなさい。

－ １８

　

－

　　　　　　　　　　　　　　　　

◇Ｍ２（５５２一２６）



問 ３

　

Ｃ０２， Ｈ２０， ＣＨ４が生成するときの熱化学方程式と， これらの分子の結合

　　

が切断されるときの熱化学方程式を以下に示す。 水の蒸発熱が４４灯／ｍｏｌであ

　　

ることを利用して， 以下の問いに答えなさい。 なお，（液）と（気）はそれぞれ液

　

体と気体を示している。

Ｃ（黒鉛）＋０２＝ Ｃ０２十３９４灯

Ｈ 十 十 ｏＦ Ｈ２０（液）＋ 服 灯

Ｃ（黒鉛）十２Ｈ２＝ ＣＨ４十７５ｋＪ

Ｃ０２＝ Ｃ十２０一１６０６国

Ｈ２０（気）＝２Ｈ 十 ○ －９２９灯

ＣＨ４＝ Ｃ十４Ｈ －１６５７町

（１） メタンの燃焼熱（灯／ｍｏｌ）を求めなさい。 なお， 生成する水は液体とす

　

る。

（２） 酸素分子の結合エネルギー（灯／ｍｏｌ）を求めなさい。

（３） 水素分子の結合エネルギー（幻／ｍｏｌ）を求めなさい。

－１９ －

　　　　　　　　　　　　　　　

◇Ｍ２（５５２－－２７）


